平成19年度 口頭試験の記録
■ 技術士第二次試験（口頭試験） 建設部門（道路科目／道路設計）
■ 試験日時：平成19年12月○日　午前○時○分～○時○分（きっちり40分間だった）
■ 試験会場：NTT麻布ｾﾐﾅｰﾊｳｽ
○ 試験委員2名
・Ａ：国土交通省or建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ部長風？　50代前半
・Ｂ：技術士or役人？　50代後半
○ 受験生
・私：地方公務員40代男性
○ 技術的体験論文
・業務1：略記した業務
・業務2：詳述した業務
	～試験前の心境～

試験開始時間の15分前から、試験室前の小さな椅子に座り待機していると、心臓がドンドン高鳴ってくるのが解る。

天井を見上げ、目を閉じて、「自分はできるんだ」と暗示を掛けた。

私の前の人が神妙な顔つきで出てきた。
試験室の中では、試験委員の話し声と笑い声が洩れてくる。

○時○分、ついに時間となった。


※質疑応答の（赤書き）は心の叫びや動作を表現しています。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
以下、質疑応答
（※途中からは順不同となっています。）
Ｂ：（試験室のドアが開き）○○さんですか、中へどうぞ。
私：失礼します。（一礼、中央へ進む。試験委員との距離は3mくらい。）
(椅子の横に立ち）受験番号0907□□□□番、○○です。（フルネーム）
○○県から来ました。よろしくお願いします。（横の椅子にﾊﾞｯｸﾞとｺｰﾄを置いた）
Ａ：どうぞお掛けください。
私：失礼します。
Ａ：東京へは昨日来られたのですか。
私：（おっと、お決まりのｾﾘﾌ。）
はい、そうです。
Ａ：昨夜は寝られましたか。

私：（またもや、お決まりのｾﾘﾌだ！）
いいえ、緊張して寝付けませんでした。（ﾆｯｺﾘと満面の笑みを浮かべた。）
Ａ：それでは、早速ですが、経歴と技術的体験論文2つを10分で説明してください。
私：（全部で10分？そりゃ無理だ！）
それでは、まず経歴について説明します。
昭和○年○月、○○大学○○学部○○科を卒業し、同年4月に○○市に採用になりました。最初の職場は、□□課であり、△年間在籍し、都市計画道路の設計や施工管理を担当しました。ここで先輩や上司の方々から助言や指導を仰ぎながら、道路設計の基礎知識を学びました。
次に、○年4月、△△課に異動し、△年在籍しました。主に汚水や雨水の幹線、ポンプ場建設に携わり、さまざまな特殊工法を経験させていただき、技術者として大きく成長した時期であったと考えております。
その後、○年4月、△△課へ異動し、道路維持や災害復旧などを経験し、□年後に○○係へ異動となりました。ここでは道路改良や橋梁新設、ﾊﾞｲﾊﾟｽなどの道路設計を経験し、○年○月、主査という肩書が与えられました。
そして、○年度、係長に昇格し、農林水産省所管の農道整備などを△年間経験しました。
○年度から、△△課○○係長として、道路改良や橋梁などの設計について、部下の指導に当たることになりました。
○年○月、□□係長になり、道路の維持管理や災害復旧の設計など、部下の技術指導に当たっています。
○年○月、△△課○○係長となり、現在に至っております。
次に、技術的体験論文について説明します。
まず、略記した業務について説明します。この業務は、国道と県道を結ぶ市道ﾊﾞｲﾊﾟｽを国道に交差する設計でありました。
課題は、市道ﾊﾞｲﾊﾟｽを国道に平面交差することにより、国道から市道に右折する自動車の追突事故が懸念されるため、国道に右折車線を付加させることでありました。
問題点は、「国道拡幅の場所が軟弱な盛土地盤に限定されたこと」と「迂回路がないため、交通機能の阻害を回避すること」でありました。
私が行った提案は、まず、ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁と土羽による国道拡幅を検討しました。しかし、本工法は、支持層が深いため杭基礎になり、ｺｽﾄが掛かります。
そこで私は、軟弱地盤でも直接基礎が可能である、軽量盛土擁壁工と補強土擁壁工に絞って検討しました。その結果、軽量盛土擁壁工を採用しました。

次に、詳述している業務について説明します。
まず、概要でありますが、本市を代表する観光地であり、年間約□□万人が訪れる○○と国道を唯一結ぶ市道△△線の法面上方の斜面が、時間雨量●●㎜の豪雨により崩壊しました。この市道は、地域住民の生活道路としても重要な役割を果たしていました。
被災斜面を調査した結果、不安定な土塊が残っていることが判明しました。私は、この不安定土塊が再度崩壊する危険性が高いと判断し、斜面安定対策工の設計を行ったものであります。
課題としましては、被災した斜面を道路災害復旧事業として採択してもらうために、迅速かつ経済的な斜面復旧工法の選定でありました。
問題点は、３つありました。一つは、崩壊斜面の跡地にはN値10前後の強風化泥岩、つまり不安定な土塊が上段で○m程度、中段で○m程度残っていたこと。二つ目は、N値5以下の崖錐が被災斜面上方の尾根付近まで厚さ○ｍ程度分布していたこと。そして三つ目は、この市道は迂回路がないため、交通規制を伴う対策工法は困難であったこと、以上の3点でありました。
私は、まず不安定土塊を撤去する排土工を考えましたが、斜面勾配が急であるため、重機の搬入が困難であります。したがいまして、人力施工となりますが、現場状況から人命に関わるため、採用できませんでした。
そこで、現状で斜面を抑える工法を考えました。斜面を抑える抑止工法のうち、施工可能であるｱﾝｶｰ工と鉄筋補強土工に絞って、必要抑止力や経済性などを比較検討をした結果、ｱﾝｶｰ工に決定しました。ｱﾝｶｰ工は○m間隔で○段必要となりました。
次に、どこにｱﾝｶｰを設置するかが問題になるのですが、私は被災斜面の上段を提案しました。なぜならば、不安定土塊は上段が厚く、被災斜面上方の崩壊も防げると判断したからであります。
ただ、ｱﾝｶｰ工を上段に配置した場合、中段の「すり抜け」が考えられます。このため、中段において、斜面の安定計算を行った結果、安全率は1.00でありました。
私は、道路利用者の安全を最優先するため、中段においても安全率1.20を確保する必要があると判断しました。そこで、ｱﾝｶｰ工と鉄筋補強土工について比較し、経済的な鉄筋補強土工を採用いたしました。以上であります。
（試験委員は頷きながら聞いていたようだ。でも、確実に10分以上掛かったようだ。ﾏｽﾞｲ！）
Ｂ：技術士の受験動機をお聞かせください。
私：私は、公務員であり、発注者でもあります。発注者は、国民に対して、低廉で良質な社会資本を整備し提供する責務があります。
また、現在の入札・契約制度の多様化、さらに、公共工事の品質確保法も施行され、発注者は今、企業が有する高度な技術力を適正に「評価」する技術力が求められていると考えています。
公務員技術者には、質の高い評価を行えるだけの技術力が求められ、そのことを国民に対して、説明する責任があります。これに客観的に応えることができるのは、この技術士という国家資格であると考えていますので、技術士を受験しました。（実際は、ｶﾐｶﾐだった。）
Ａ：体験論文以外で「成功した事例」と「失敗した事例」、「その失敗した事例に対して、どのように対応されたか」述べてください。

私：まず、成功例について説明したします。
これは、昨年度の業務でありますが、生活道路の交通安全対策として、公安委員会や地域団体などと連携し、交通安全対策に取り組みました。
概要としましては、幹線道路の渋滞を避けた自動車が、歩道のない幅員6ｍの生活道路、いわゆる「裏道」に進入することにより、交通事故が多発している状況を改善するものでありました。
この生活道路を含む区域は、すでに区画整理が完了し、商店や住居が建ち並んでいるため、再度の道路拡幅など、抜本的な対策は困難な状況でありました。
そこで私は、現道敷地を有効に活用するしかないと判断しました。対策としましては、生活道路の出入り口に車線分離標による狭窄を設置しました。さらに、歩行者や自転車の安全確保を優先するため、一方通行による3mの一車線道路としました。
このことにより、拡幅できた両側1.5mの路肩を、歩道として活用することにしました。本来、歩道と車道は、境界ﾌﾞﾛｯｸなどの構造物で分離することが基本ではありますが、民地への出入りが物理的に困難となりますので、ｲﾒｰｼﾞﾌﾞﾛｯｸ、つまり立体的な構造物に見える区画線を設置することにより、視覚による速度低下を促し、歩行者の安全を確保することにしました。
現在の評価としましては、交通量が明らかに減っており、交通事故も確実に減少しているなど、事業効果が目に見えて現れていると考えております。
次に、失敗例でありますが、（と話そうとしたところ、）
Ａ：もう結構です。
私：（えっ！失敗例も準備していたので、ちょっとｼｮｯｸ。こりゃヤバイな。何か機嫌損ねたかな？Ａ氏は、やはり時計を気にしていた。）
Ａ：論文発表とか、特許とか、図書の出版とかはございますか。

私：ありません。

Ｂ：技術士に合格されてからの抱負についてお聞かせください。

私：良質な社会資本整備に貢献したいと考えています。また、委託業務や工事検査などにおける技術評価に際しても、主導的な役割を果たしていきたいと考えています。

Ｂ：部下の方には、どういった指導をしていますか。

私：技術的な面でよろしいですか。

Ｂ：はい

私：まずは基本を学んで、何事にも疑問を持って課題を解決するように指導しています。

Ａ：軽量盛土擁壁工とはどんなものですか。特徴的なものとか。

私：盛土材に発泡ｽﾁﾛｰﾙなどの軽量材を使用し、擁壁に作用する土圧を軽減でき壁体を簡略化できるものです。また、支持地盤への荷重も少なくすることができます。
Ａ：業務１で、最短工期で経済性にも優れるとありますが、もう少し具体的に説明してください。

私：軽量盛土擁壁が、補強土擁壁工に比較し約40％のｺｽﾄ縮減と約3箇月の工期短縮ができたということです。

Ａ：業務１では、どのような工法を検討されたのですか。

私：まず、重力式ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁による土羽盛土を検討しましたが、軟弱地盤であるため杭が必要なことと、ｺｽﾄが高くなり、採用は困難でありました。
そこで、軟弱地盤でも直接基礎が可能である補強土擁壁工と軽量盛土擁壁工、EPSを検討しました。以上の3工法を検討しました。

Ａ：EPSは高いと聞いていますが。

私：（えっ、ちょっと首を傾げて……）
今回は、そういうことはありませんでしたが……。（Ａ氏は、納得されていない様子）
Ａ：水処理はどうされましたか。

私：EPSは、地下水とかの水があると浮力がかかり、採用できません。今回は水処理といたしまして、通常の側溝を設置しました。

Ａ：業務1で交通機能を阻害するとは何のことですか。

私：国道は迂回路がないため、全面交通止めをしないということです。最悪でも片側交互通行を確保するということです。

Ａ：「交通機能を円滑に確保した」とあるのは、渋滞が発生しないような交通ということですね。

私：はい、そうです。

Ａ：業務2の１案と2案は100万円ぐらいしか変わらないんだけど……（試験委員、ﾁｮｯﾄ笑いながら）、二つの工法を併用したことで、現場の施工性とかは問題はなかったんですか。

私：あくまで経済性を重視しました。また、施工性につきましては、足場も共有し、同じ削孔機械ﾛｰﾀﾘｰﾊﾟｰｶｯｼｮﾝを使用しますし、工法を併用することで特段、問題はなかったと考えています。

Ａ：施工上、留意したことは何ですか。
私：道路利用者の安全確保を第一に考えて、施工中の落石を防ぐための仮設防護柵設置と24時間体制で交通整理員と仮設信号機を配置しました。

Ａ：業務2で、１次選定で排土工を△にして、２次選定でも、再度、排土工を検討されていますが、何故ですか。

私：先ほど申し上げましたように、排土工の採用は困難でありましたが、仮に採用した場合、いくらぐらい掛かるものなのか、参考程度に示したものであります。

Ａ：ｱﾝｶｰと鉄筋挿入の削孔径は同じなんですか。
私：はい90㎜で同じです。

Ａ：鉄筋挿入の注入剤は何ですか。

私：ｴｱｰﾓﾙﾀﾙです。

Ａ：ｱﾝｶｰも同じですか。

私：同じです。ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸなどのｸﾞﾗｳﾄ材です。（Ａ氏、ちょっと納得していない様子）
Ａ：ﾓﾙﾀﾙ系ですか。

私：はい、そうです。（これが助け船か？）
Ａ：鉄筋挿入工の構造計算はどうされましたか。

私：全周定着でせん断力を算定して、抑止力を計算しています。

Ａ：業務2で必要抑止力や経済性を比較したとありますが、どのようなことをされたのですか。

私：必要抑止力は、滑ろうとする力に計画安全率1.20を掛けたものから、抵抗力を差し引いたものが必要抑止力であります。
この必要抑止力からｱﾝｶｰ力を求めます。ここで、ｱﾝｶーの傾角を20度～45度にした場合、それぞれのｱﾝｶｰ間隔や受圧版の大きさなどの経済比較をしました。

Ａ：鉄筋挿入工の構造の特徴は何ですか。

私：全周定着で持たせることです。

Ａ：経歴のなかで平成9年から11年にかけて、道路橋の設計とありますが、具体的にどのような橋梁だったのですか、簡単に説明してください。簡単で良いですよ。
私：（平成9年！想定外、えーと……、脳味噌を振り絞って思い出せ！）
それは、橋長が約37ｍで、上部工はﾌﾟﾚｷｬｽﾄｾｸﾞﾒﾝﾄ､下部は中堀杭打ち工法を採用しました。

Ａ：ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｾｸﾞﾒﾝﾄを採用した理由は何ですか。

私：品質の確保と経済性です。

Ａ：業務2の第１次選定に挙げている4つの工法を挙げていらっしゃいますが、排土工の概要を説明してください。

私：排土工は不安定土塊を撤去するものです。
Ａ：業務2の待ち受け擁壁とは、もたれ擁壁ですか。なぜ×なのですか。

私：道路は海岸に面していますので、ﾎﾟｹｯﾄｽﾍﾟｰｽを取る余裕がないため、×としております。

Ａ：ｱﾝｶｰの施工順序を説明してください。

私：まず、仮設足場を組みます。そしてﾛｰﾀﾘｰﾊﾟｰｶｯｼｮﾝで削孔します。そしてｱﾝｶｰを挿入し、ｸﾞﾗｳﾄを注入します。そして最後に緊張します。

Ａ：ｱﾝｶｰ力はどうやって確認しますか。

私：引張試験で確認します。

Ａ：ｱﾝｶｰ工にはどのような効果がありますか。

私：締め付け効果と引き止め効果がありますが、今回は引き止め効果を重視しました。

Ｂ：道路特定財源について、あなたの意見をお聞かせください。

私：（遂にきました、旬の話題）
私は、反対であります。道路特定財源は、「目的税」であり、かつ「受益者負担の原則」の下に成立しているものであります。今後、高度経済成長時代に建設された大量の道路橋をはじめとする多くの構造物が維持更新の時期を迎え、莫大な財源を必要とします。
したがいまして、道路特定財源は、道路整備の貴重な財源として堅持する必要があると考えています。

Ｂ：日本は、世界で最初に人口減少に突入しましたが、今後どうあるべきとお考えですか。
私：社会保障は重要なことであります。したがいまして、限られた財源の中で、真に必要な道路を整備していくべきと思います。

Ｂ：いま「真に必要な道路」と言われましたが、どういう道路が真に必要な道路とお考えですか。

私：（これまた旬な話題）
国民が求めている道路だと考えます。都市部では渋滞対策、また地方部では、将来の道州制や地方の自立の観点から、高速道路の整備が必要と考えます。また、歩道のない通学路なども必要と考えております。

Ｂ：いま、道州制のお話がありましたが、どういう風にお考えですか。

私：（ｼﾏｯﾀ、余計なことを言った。）
国の財政状況もたいへん厳しいですから、行政のスリム化、ｺﾝﾊﾟｸﾄ化が必要と考えております。そのため市町村の合併、そして将来的には、道州制も必要と考えます。

Ｂ：ところで話は全然変わりますけど、アセットマネジメントについて、あなたのお考えを聞かせてください。国と違い、市では難しいでしょうけど。

私：（唐突な質問で、ｱｾｯﾀ！ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）
市では、国の様にはできないと思いますが、いま本市では橋梁の点検を実施しています。そして、今後の対応、つまり、どうやって橋梁を維持管理、長寿命化させていくのかを検討することにしているところであります。

Ｂ：あなたの市には橋梁はいくらあるのですか。

私：○○あります。（橋梁数は想定内、準備していて良かった。）
Ｂ：今後どうやっていこうとお考えですか。

私：15ｍ以上の橋が○○あります。まず、これを優先して保全し、場合によっては、架け替えも必要と考えております。（これも想定内）
Ｂ：あなたの市では何年後に橋梁の維持管理のﾋﾟｰｸを迎えますか。

私：だいたい20年後ぐらいです。（これも想定内）
Ｂ：どれくらいの数ですか。

私：約半分です。（これも想定内）
Ａ：経歴によると平成12年から14年にかけて中山間地域における道路の計画・設計に関する指導とありますが、具体的にどのような指導をされたのですか、お聞かせください。

私：（また経歴か！そんな7年前のことなんか覚えてない、落ち着け！何だったかなぁ）
地形に調和した道路線形を心掛けることや、切り盛りの土工ﾊﾞﾗﾝｽに留意すること､地形改変を少なくすること、経済性に配慮することなどを、部下に指導しました。（これでいいのかな？）
Ｂ：話は変わりますが、技術の継承が問題になっていますが、どうお考えですか。

私：（建設一般の答えていない問題だ、でも想定内）
これは大きな社会問題だと認識しております。優れた技術を後輩に如何に伝えるかが問題だと考えます。私の意見としましては、定年退職後の嘱託や、行政や企業は、定年延長制度も検討すべきだと考えます。

Ｂ：あなたの職場ではどうされていますか。
私：（ヤバイぞ、何もしていない！）
いまのところ、特段考えてはおりませんが、今後は行政も検討していかなければならない重要な問題だと考えています。（これで、どうだろうか）
Ｂ：技術士の果たす役割はどうお考えですか。

私：科学技術の向上や国民経済の発展、公共の安全や環境の保全などの公益確保に貢献することだと考えております。

Ｂ：ＰＣＤ？えーと（Ａが横から“ＣＰＤ”と小声で助け船）、ＣＰＤとはどういうことかご存じですか。

私：継続研鑽のことです。たいへん重要なことだと考えます。新しい技術を導入し、公共の安全や環境の保全、国民の経済発展に貢献する必要があると考えております。
Ｂ：どのようにＣＰＤを実践されていますか。

私：国や県が主催する技術講習会への参加、また専門誌やｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどにより最新情報を入手するようにしています。

Ｂ：技術者倫理が、強く言われていますが、そういう倫理と業務で板挟みになったことはないですか。

私：道路行政に携わっていると、地元の有力者や議員の方々から、いろいろな要望があります。
まず、現地を調査の上、必要であれば対処しますが、そうでない場合は、暫く待っていただくようお願いしているところです。

Ｂ：そういう場合、部下にどういう指導をしていますか。
私：問題がある場合は、私も部下で対応します。そして相手方に対しまして事情を説明し、納得していただいています。

Ｂ：最後に技術士の義務と責任についてお答えください。

私：（やっとここまで来た、もう少しだ。）
三大義務二大責務のことでよろしいでしょうか。
Ｂ：いいですよ。

私：信用失墜行為の禁止、技術士等の秘密保持義務、技術士の名称表示の場合の義務、技術士の資質向上の責務、技術士等の公益確保の責務、以上であります。

Ｂ：Ａに向かって、何かございますか。

私：（もういいでしょう、何も質問しないでくれ、頼みます！！）
Ａ：いいえ、ありません。

私：（よかったぁ）
Ｂ：では、これで終わります。

私：（立ち上がって）ありがとうございました。失礼します。

（試験室を退場するときも、再度）失礼いたします。（ドアを閉める）
（やっと終わったぁー！！）
－質疑応答、以上－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
	～試験後の心境～

試験室から廊下へ出て、深ーい、ため息をついた。
長く辛かった受験生活が、今ようやく終わった！


【口頭試験の合格を受けて】

私は、口頭試験の対策として、APECさんの書籍「ズバリ！口頭試験合格法」やSUKIYAKI塾の口頭試験体験記、Ｒさんの助言、技術士のブログなどを参考にし、想定問答を約300問作成しました。

想定問答については、暗記という形は採らず、ICﾚｺｰﾀﾞｰなどを活用し、理想とする技術士のイメージを頭に入れることに専念しました。
ただし、「技術士の義務と責務」や、「技術士倫理要綱の10項目」は暗記するしかありません。これは自分の言葉に置き換え、大きな紙に書いて部屋やトイレなどに貼り付け、すべて暗記しました。
また、技術的体験論文に書いた二つの業務については、その設計理論などを専門書で再度勉強しました。さらに、道路に関する国の施策や最近の話題（道路特定財源など）、新技術なども頭に叩き込み、自分の意見を整理した上で口頭試験に臨みました。

今回、初めての口頭試験ということで、かなり緊張しました。6年目でやっと手にした筆記試験合格、もし、口頭試験で不合格になったら、また筆記試験からやり直しという厳しい現実が待っている。これだけは絶対に避けたい、という何とも言えない強いプレッシャーがあったのも事実です。
ここに記した口頭試験の内容は、試験後すぐに再現しましたが、試験委員の質問が多すぎて覚えていない問答があるかもしれません。それほど、次から次に質問が飛んで来ましたが、頭が真っ白になることはなかったと記憶しています。
最後に、長年の夢であった技術士第二次試験“合格”にようやく到達することができました。技術者としては、まだまだ未熟ではありますが、この記録が技術士を目指す受験生に少しでも参考になれば幸いです。
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